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令和７年７月８日（火）

岐阜赤十字病院 皮膚・

令和７年７月１７日（木）１７時

３０分より職員研修会が開催さ

れました。今回は、社会福祉士・岐阜市介護サービス相談員

の村下望様をお招きし『施設における身体拘束防止対応研

修』というテーマで講義をしていただきました。在宅と比べ、

施設入所の方の身体拘束を行う場合の条件が厳しいこと、

また、ご本人の行動を拘束しない「良い声掛け」の具体例や、

ご本人の意思が実現されるように、多くの人で話し合って決

めるプロセスが大切と教えていただきました。特に村下先生

の実体験に基づいたお話が大変わかりやすかったです。あ

りがとうございました。

褥瘡ケア

身体拘束防止

友和苑の中庭を見ると綺

麗な沙羅の花や紫陽花な

どが咲いていました。初夏

に白い花を咲かせる沙羅

木は、その花が椿によく似

ていることから別名「夏椿」

とも呼ばれています。朝に開花し、夕方には散って

しまう一日花としても知られておりますが、今回は

幸運にも写真に収めることができました。他にも紫

陽花など様々な花が咲いており、友和苑を色鮮や

かに彩っていました。

たぁ」「また食べたいね」「私は柚子の味だったよ」ととても喜ばれていました。

牛乳と混ぜるだけなのでとても簡単に短時間で出来ます。そのため、皆さん

と一緒に作ることが出来るので楽しさも倍増です。ある方は手の運動にもな

ると言われていました。色々なアレンジもあるようです。次回はそのまま食べ

令和７年６月４日施設内に設置されており

ます消防設備の点検が行われました。今回

は、消化設備点検に加えて、しっかりと放水

ができるかどうか、設置してある消火栓から

実際にホースを伸ばし放水の確認を行いま

す。太いホースから大量の消化液がかなり

の水圧で放水されるため、扱うためにはそ

れなりの力が必要になります。このように友

和苑では、常日頃か

ら災害に備え、しっ

かりと設備点検を業

者様に依頼し、実施

しております。

排泄ケア認定看護師 西垣亜衣子氏

を講師にお招きして褥瘡ケアの勉強会

を行いました。内容は、褥瘡発生要因、

褥瘡予防ケア、褥瘡予防ケアにつなが

るスキンケア、失禁ケア・スキンテア予

防ケアでした。「スモールチェンジ法」と

いう除圧するための体位変換方法があることを知りました。初めて耳にする言葉

だったのでとても参考になりました。みなさん真剣な表情で、メモを取りながら、

講師の方のお話を聞いていました。褥瘡は早期発見が一番大切であり、褥瘡にならないための手当

をすることが重要です。褥瘡予防・ケアについては、多職種が協力して取り組んでいきたいと思いま

す。とても貴重なお時間を頂きました。ありがとうございました。
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６日（水）１３日（水）２０日（水）

令和７年７月３日（木）午後に

特養１階の皆さんと簡単でこ

の季節にぴったりのとろとろデザートを作ってみました。味は桃・イチゴ・柚

子風味です。作る前から香りを楽しみ、いざ牛乳と混ぜ合わせると簡単に

出来上がりました。ボールに入った材料を入所者様が順番にお玉でかき

混ぜ「段々固まってきた、こんなもんかな」と楽しそうです。器に盛りつける

際も役割分担して皆さんに配りました。食べた感想は「軟かくて美味しかっ

たぁ」「また食べたいね」「私は柚子の味だったよ」ととても喜ばれていました。

牛乳と混ぜるだけなのでとても簡単に短時間で出来ます。そのため、皆さん

と一緒に作ることが出来るので楽しさも倍増です。ある方は手の運動にもな

ると言われていました。色々なアレンジもあるようです。次回はそのまま食べ

るだけでなく、パフェ

にしたり工夫をして

作りたいと思いま

す。次回も楽しみで

すね。((´∀｀*))

令和７年７月７日（月）

は七夕の日です。友和苑

でも入所者のみなさまに作

っていただいた七夕飾りを掲示しております。

短冊にそれぞれ願いを込めて笹の葉に吊る

します。また、昼食は”七夕そうめん”でした。

７月７日にそうめんを食べると、無病息災で

過ごせると言われています。みなさまは短冊

にどんな願い事を書きましたか？ ケアハウス
グループホーム

ます消防設備の点検が行われました。今回

は、消化設備点検に加えて、しっかりと放水

ができるかどうか、設置してある消火栓から

る言葉

手当

令和７年６月のとある日、友和苑の屋根

の下にツバメの巣が作られているのを

見つけました。ツバメは、春から夏に

かけて日本に渡ってきて、秋ごろに

は東南アジアへ移動する渡り鳥で

す。暖かく、餌となる虫が多く見ら

れる時期に日本に渡り、巣を作り

子育てをします。ひな鳥が巣の中で

口を開けて親鳥からのえさを待ってい

る様子は、この時期にしか見ることのできない夏の風物詩ともい

えます。ツバメは、害虫を駆除してくれるため、古くから人間と共存

してきた鳥です。一度子育てに成功した巣には、次の年にも戻って

きて子育てをするとも言われています。また来年も友和苑でツバ

メが見られるといいですね。


